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   The transfemoral renal angiography was performed in 15 dogs produced hydronephrosis by 

ureteral ligation as well as in a patient with hydronephrotic kidney. The purpose of the study 

was to know the sequential change of the renal angiography at the various periods following 

the ureteral stricture. 

   In general, in cases of 3F size of ureteral ligation, pathological findings on renal angiography 

were observed following 2 weeks after the ligation. The noticeable changes were displacement, 

elongation and narrowing of intrarenal arteries, especially interlobar and arcuate arteries, and 

atrophy of the renal parenchyma.

1緒 言

DosSantos等1)が1929年 に 経腰的大動脈 造

影法 を発表 してか ら,腎 動 脈撮 影法は幾 多の改

良、が重ね られ,1941年Farifias2}の 最初 の経 皮

的経大腿動脈的 カテー テル法の試みに始 ま り,

Peirce(1951)3)お よびSeldinger(1953)4)1⊂ よ

ってほぼ完成 された といって よい.

今 回,わ れわれは これ らの一 般的な ことにつ

いてふれ るのではな く,特 に腎機能低下 を伴 う

水腎症におい て,排 泄性腎孟撮影 のみでは正確

に腎の状態を把握 で きない時 の腎動脈撮影 の所

見 と,そ の価 値について動物実 験を主に して述

べ る.

H実 験 方 法

体重8kgか ら15kgの 雑種犬15匹 について,予 め

ラボナール静脈麻酔の下に,管 外性にF3号 尿管カ

テーテルの太さ(外 径1.5cm)の 尿管狭窄を,左 尿管

の膀胱から約10cm腎 側に作 り,術 後1週 間から3週

間後に大腿動脈からポリエチレソチューブ(25号)を

腎動脈分岐部まで挿入して,80%ア ンギオコソレイを

1cc/kgの 割合で動注し,腎 動脈連続撮影を行なった ,

また同時に 動注前後の動脈波の 変動を ス トレンゲー

ジ,ト ラソスデューサーにより観察した(こ れについ

ては磯貝が原著として発表の予定である).

皿 実 験 成 績

1.尿管結紮後1週 間の5例 では,何 れ も腎孟 ・腎杯

および腎血管像に水腎症の変化を認めなかった.し か

し2例 は健腎に比べて造影剤の軽度の排泄遅延を認め

た(第1図),

2.結 紮2週 間の5例 では,す べてに,明 らかな葉

間動脈の軽度の延長を認めた.ま た腎孟像は僅かに拡
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張し,Nephrogramは 全体的に淡 く幾分大きくなっ

ていた(第2図).

3.結 紮3週 間の ものでは(5匹),腎 孟腎杯の拡

大も強度で,造 影剤の排泄遅延が認められ,明 らかに

中等度の水腎症を示した.血 管像は,葉 間動脈が細 く

延長し,皮 質部の血管は粗とな り,Nephrogramも

中等度に増大していた(第3図).

IV臨 床 例

患者:36才,男 子,会 社員(LT.).

主訴:腰 痛.

病 名:左 腎結石および右水腎症,

既往歴:9年 前に右尿管切石術を受けた。

現病歴:約5年 前から時々腰痛と発熱を繰 り返して

いる.発 病時(約5年 前)既 に左腎に栂指頭大の結石

の存在を指摘されたが,そ のまま現在まで放置してい

た.

IVPお よびRPの 所見:左 腎孟内に5cm×2cmの

大 きさの結石があり,腎 杯 ・腎孟の中等度の拡張を認

める,左 腎の排泄機能は良好であるが,右 腎は30分 後

まで造影剤の排泄を認めない,従 って右側は比較的強

度の腎機能低下があると考えられたので,RPを 施行

した.し かし特に強い尿管狭窄は認めないが,腎 孟 ・

腎杯は高度に拡張し,明 らかに水腎症を認めた.

腎動脈像:本 患者の右水腎の原因と腎血管像および

実質の状態を知る目的で,Seldinger氏 の方法で経皮

的に選択的右腎動脈造影を行なった,そ の腎血管像は

極度に葉間動脈が延長し,腎 実質部の末梢血管が粗と

なり,強 度の腎実質の萎縮が考えられた.し かし特に

尿管 ・腎孟の通過障害を来すような異常血管像は認め

なかった.こ の水腎の存在は9年 前の尿管結石除去以

前からのものと推察された(第4図).

本例については,現 在種々検査の段階で,未 だ手術

を行なっていない.

V考 察

水腎症の診断には敢て動脈造影を必要 としな

いが,本 症の中には異常血管によって発生する

ものが20%5)近 くも あり,そ の中の 異常動脈

に起因する ものは本法で証明することが でき

る6}ま た腎機能が低下 し,IVPで その形態が

判断できなくかつ,RPも 不能な場合には腎動

脈造影は腎の状態を知る上に重要な検査法であ

る.

尿管狭窄の程度 とそれによって生ずる水腎症

の機能障害 との関係については,篠 田ηがその

詳細を発表 した.し かし腎血管像 との関係につ

いての詳 しい報告は未だ少ない.腎 実質内の血

管の太 さ,分 布の状態を知 ることによって,臨

床的に腎の保存的手術法の適否を判断する資料

にすることが出来る機会にしばしば遭遇する.

ここにも今てつ水腎症に対する腎動脈造影の診

断的価値がある.

一般に水腎症における腎血管像の変化は,水

腎の程度が進行するにつれて,葉 間動脈および

弓動脈の延長 ・細狭化 と小葉間動脈の短縮 ・粗

雑化である.一 方腎孟 ・腎杯の拡大に従って,

腎実質の萎縮することが観察される.わ れわれ

の15匹 の動物実験においても,尿 管狭窄の程度

が術後3週 間までの例で,1～2週 間では軽度

の水腎症であったが,3週 間 目の例では明らか

に上述のような水腎症の所見を示めした.さ ら

に尿管狭窄の度合およびその期間によって,腎

血管像が どのように変化 して行 くか,ま た狭窄

を取 り除いた 場合に,ど の程度の 水腎症まで

は,可 逆的に恢復 し得るか,な どを血管像の上

から観察することは興味あることである.

VI総 括

われわれは水腎症の腎血管像を観察する目的

で15匹 の犬につき,人 為的に尿管狭窄を作 り,

1,2,3週 間後にそれぞれSeldingerの 方法

によって 腎動脈造影を行なって次の所見を得

た.

1.1週 間では病的所見は殆んど認めなかっ

た.

2.2週 間後では軽度の水腎症を呈 し葉間動

脈も軽度に延長 しているのが認められた.

3,3週 間後には中等度の水腎症 を呈 し,葉

間動脈の延長 と細狭および腎実質部の血管像の

粗雑化を認めた.

な像9年 前に尿管結石の手術を受けた患者の

水腎における腎血管像においても,同 様に水腎

症の典型的な所見を得た.

本論文の要旨は,第17回 日本医学会総会(昭 和42年

4月)の シソポジウム 「脈管造影」で発表した.
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第1図.腎 動贋撮影

左尿管結紮1週 間後.

2図.腎 動脈撮影(上)と 剖検時の腎孟

腎杯像(下),左 尿餐結紮2遁 間後、

陶̀
ワ絃覇

、 .1

傷

笥 箕
'

凄奪
第3図.腎 動脈撮影(上)と 剖検時の腎孟 ・

腎杯像(下),左 尿管結紮3週 間後.

第4図.右 水腎の選択的腎動脈撮影(右)と,

造影剤排泄時の腎孟 ・腎杯像(左).




